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體温 赤 血球 沈 降速度 、「ツベ ル ク リン」

皮 内反應 、「レ ン トゲ ン」線 像 等 ノ推 移

デ檢査 シ得 タ ル初期 結 核 ノ3例

中島飛行機武藏野病院内科

(院長 淺鱒均一博士)

福田 光 雄

緒 言

成 人期 ノ結核 初 感染 ハ稀 ナ モ ノ ト考 ヘ ラ レテ

居 タ ガ.Heimbeck,Arborelius,Malmrosu.

Hedvall等=ヨ ツテ稀 ナ ラザ ル コ ト ガ 明=サ

レ、我 國 呂於 テ モ 「ツベ ル ク リン」皮 内反 慮(以

下 「ツ」反慮 ト略 稻 ス)ガ 詳 細 二各 地 方 ヂ施 行 サ

レル ニ至 ルヤ 、果 然 成 人期 二於 テ モ尚 、「7」反

慮 陰性 ナ ルモ ノガ可或 多数 昌ア ル コ トガ判 明 シ

タo儀

例 ヘバ 余 ノ工 揚工 員 ヲー例 二上 ゲ レバ 、 勿論

画身 地 方 別=ヨ リ差 ハ ァ ル ガ、18歳 前後 ノエ 員

ハ ソノ大 約50%ガ 「ツ」反慮 陰 性 デ ア ル
o

カク シテ成 人初 感 染 ノ問題 ハ 結 核 病學 界 ノ注

目 スル トコ ロ トナ リ、既 二我 國 二於 テ ハ 、小林 、

熊 谷 氏等 昌 ヨツ テ詳 細 ヲ極 メ タ研 究 ガ積 ア レテ

居 ル。 此 等 ノ研 究 ニ ヨ リ 「ツ」 反 態 ノ陽性 轄 化

(以 下陽 韓 ト略樗 ス 、ガ重 要 トナ リ、ソ レヲ捕 捉

ス ル コ トニ重 融 ガオ カ レ正 ヤ ウ 昌ナ ツ ク◎

産 業 啓學 方 面 二於 テ モ 目下 緊 急 ノ問題 ハ モ ト

ヨリ結核問題ヂアツテ、コレラ最近 ノ日進 月歩

ノ學設ハ直チニ實際問題 トシ特二集團的二結核

ノ早期獲見、早期診断二慮用サレツツアル。

余ノ工揚 二於テモ、全工員 二野 シ定期的 二

「ッ」反慮、「レ」線、赤血球沈降速度(以 下赤沈

ト略稻ス)等 ノ桧査ヲ行 ヒ、結核早期蛮見二努

力シテ居ル。中ニモ特二「ッ」反慮陽轄ヲ目標 ト

シテ、青年學校生徒二就 イテハホボ理想的ナ牌

康管理下二詳細ナル連綾的観察ヲ行ツテ居ル。

既昌栢當撒 ノ「ツ」反磨陽縛者 ヲ獲見シ、之 ノ

経過ヲ追跡中デアルガ、最近二陽輔 シタモ ノノ

中・前回ノ「ツ」反磨陰性時カラ比較的短時日ヲ
ゆ

ハ サ ンヂ陽 性 二輔 化 スル ト共 二獲 病 シタ3例 ガ

アル 。之 ヲ入 院 監 督 下 ニオ キ、「ツ」反 磨 、「レ ン

トゲ ン」線像(以 下「レ」線 像 ト略 構 ス).赤 沈等

ヲ検 査 シ得 タ ノデ 、 今 日迄 ノ経 過 ヲ コ コ ニ第 一

報 告 トシ記 載 シク イ ト思 フ。

實 験 方 法

赤 沈 ハWestergren式 測 定 法:'ヨ リ、 室 温 昌
ジ

テ濁定 シ、Katzノ 中等 値 ヲ以 テ表 ハ シ タ。 即

6

チ1時 間値 ヲa、2時 間 値 ヲbト シテa+百

2

ヲ 中等 働 シ、 ソ ノ経 過 ヲ観 察 シ タ
。

「ツベ ル ク リン」 皮 内反 慮 ハ 北 里研 究所 製奮

「ツ ベ ル ク リン」2000倍 稀 繹 液 ヲ用 ヒ
、ソノ01

CCmヲ 左上 腕 皮 内 二注射 シ、43時 間 後 二、 ソ ノ

爽 赤 ノ直径 ヲ測 定 シmmデ 表 ハ シタ。

「レ ン トゲ ン」検査 ハ入 就 當 時 ノ髄 格検 査 昌ハ

間接 撮 影 法 ニヨ ツ タ ガ、獲 病後 ノ槍 査 呂ハ スペ

テ 大陸 版(乃 至 四 ツ切)「 フ イル ム」 ヲ用 ヒタ。



脚 扇 田=饅 温赤血球沈降蓮度.「 ツベル クリン」皮角灰塵「レントゲ ン」線 像

等 ノ推移 ヲ検 査 シ得 タル初揆結核 ノ3例 【飾21称

症

第1例

(患者)■ ■■■.20歳 、男子工員

(既往症)。 生来健康昌テ特記スペキ疾患ヲ欠

ラ ズ。昭和15年9月 、饅力検査ヲ郷里甲府市ヂ

受 ケタガ、「ツ」反慮ハ陰性ヂ、ソノ他二疾患モ

ナカツタ。昭和16年9月8日 、徴用サレテ某工

場 二人肚 ノクメ上京、當時ノ饅格検査ノ結果ハ
・次 ノ如 クヂアル

o

饅 況

榮 養

身 長

髄 重

胸 園

肺 活 量

赤沈(中等値)
!

「ツ」反 慮(2000X)

「レ」線 間接 撮 影

総 評

更 二人 就 後r12月17日 、健 康 診漸 ノ結果 、

髄 重 ハ 鰍2kg二 増 加 シ、赤 沈a5mm、 「ツ」反

慮 ハ ナ ホ陰 性 ヂ ア ツ テ 、 ソ ノ他 ニモ所 見 ハ ナ カ

ッ タo

(家 族 歴)父 ハ45歳 デ 心臓 病 デ死 亡。 母 ハ

56歳 デ健 在 ◎ 兄 妹2名 ノ中 、 兄4・幼 時死 亡 。

妹 ハ健 在 。
も

(現 症 及 経 過 概 要)昭 釦17年1月5日 頃 カ ラ

横 臥時 二心 窩 部惨 痛 ガア リ、食事 ノ際 、食 道 二浩

ツ テ惨 痛 ヲ訴 ヘ タ。1月9日 二至 ル モ軽 快 セヌ

・ノ ヂ受 診 シ タ
。 常 時 鰹 温38・2◎Cヂ アル ガ、襲

熱 感 ハ全 クナ イ。 咳 歎 塔 婆 等 ノ訴 モ ナ イ。 他P

'量 的 二八 第2肺 動 脈音 が先 進 シ
、 心窩 部 三多 少

産 痛 ヲ訴 ヘ ル ノ ミ◎ 感 冒 ト診 漸 サ レ.蹄 宅 臥床

シタ。 シカ ル ニナ ホ毎 日39◎C近 イ高 熱 ガア リ、

時 二呼 吸 時 二心 窩 部惨 痛 ヲ 訴 ヘ ル が 甚 クハ ナ

ィσ 高 熱 が持 績 ス ル 昌モ關 ヲズ 、 自発 症 及 ビ他

兜 症 状 八難 ク、食 慾 モ尋 常 デ ア ル。

1月15日 、 髄 温3?.?。C、 左後 胸 部 呼 吸音 が

可

150cm

42kg

79cm

26000c

9謝n

(一)

所 見 ヲ認 メズ

甲

例 、

鋭 利 デ 、 心 尖及 肺動 脹 辮 孔 デ 心音 不 純 ナ ル以 外

二八 所 見 ガナ イ◎ 赤 沈 ヲ槍 スル__..r申 等 値5? .5

mmデ 高度 ノ促 進 ヲ示 シ.「 レ」濡 鼠 ヲ撮 影 シタ

トコ ロ、 第1例 第1圖 ノ如 クデ ア ル。 帥チ 左 肺

門 炎 ノ如 キ所 見 ヂ ア ル ガ、現 像 不 良 ノ ク メ判然

シナ カ ッタ0

1月19日 二至 ルモ ナ ホ38。C以 上 ノ襲 熱 ガ

ア リ、多 少 ノ前 胸 部 惨 痛 ヲ畳 ヘ ル が元気 旺盛 デ

ア ル。 尿 蛋 白(一)、 「ヂ ア ツ オ」(一)。 経 過 ヲ充

分 二観 察 スル クメ會 就 附屡 ノ保 養 寮(輕 症 患 者

牧 審察)昌 入寮 サ 七 夕。 シカ ル 二次 第 二高 熱 ヲ

嚢 シ、39.4◎C昌 及 ブ ノヂ 、1月26日...入 院 ナ

七 夕o・

入 院 直後 諸 種 ノ鍮 査 ヲ行 ツ タ ガ、 ソ ノ結 果 八

次 ノ如 クヂ アル 。サ

白血 球 数6000、 盤 基 嗜 好性1%、rエ オ ジ ジ∫

嗜 静 性2%、 中 性椿 寿 性66%ζ 幼 若 型1%、 桿

歌30%・ 分 葉35%)、 淋 巴球28%、 大 軍 核 及

移 行 型3%。
ウタ

赤 沈 ハ 中等 値69。3mm、 尿 蛋 白(一)s「 ヂ ア ツ

オ」(→d

「ツ」 反 慮 ハ 陽 性 二軸 伽 テ 居 り
、 直 働10

㎜ ノ水泡 形 成 ヲ俘 ツ タ。 購 二撮 影 シ タ「レ」

鳥 貝 ハ 第1例 第2圖 ノ如 ク デ 、 明 二左 肺 門 ヨ リ・

左肺 野 二向 ケ進 展 シツ ツ ア ル浸 潤 像 ヲ認 メル
。

依 テ雨 飛 安 静 ヲ守 ラ シ メ 「ヴ ィ タ ミ ン」B

鰍 「サ リチ ール」酸 剤 等 ヲ投 與 シツ ツ
、経 過観

察 申 ノ トコ へ1月30日 頃 カ ラr下 熱 二赴

イ'タ。 ガ2月10日 頃 ハ ナホ37 .4。C位 ノ微 熱 ヲ

認 メ ル◎ 白髭症 状 ハ ナ ク.一 般 二左 胸 ハ 呼吸 音

鋭 利 ナ ル以 外 二所見 ガ ナ イ。

2月 中旬 カ ラ37 .50C位 ノ登 熟 ガア リ、2月

23日 ノ「レJ眞 ハ第1例 鍛3圖 ヂ
、 左腕 ・殆 ン

ド同 様 ノ所 見 ヂ ア ル ガ、 左肺 門腫 脹 ガヤ ・減 少

シ・一 方 右肺 上 野 ニモ軽 度 ノ陰 影 が現 レ
、洞 側

肺 門腫 大 が認 メ ラ レル。

3月1日 ノ赤 沈 ハ3a5mmト ナ リ
、多 少遅 延



錐1號 】
編 田=饅 温赤血球沈降速度、「ッペル クリン」内皮反磨 「レン トゲ ン」線像

等 ノ推移 ヲ榎査 シ得 タル初期結核 ノ3例
31

矛1例 矛4図

。
む

03
猛

ー"9

愈
疑

1

60

船

漏

}昌
1

↓

∫ ∴ 、

へ

ら

唾

ζ

セ
'

二

ξ

1…

。li

;

斗

1!
を4

1};ノ
奪

偏
、

馬

ら～
鳩

調

'

'穏

∫郵 ・

《 、「ノ 華㍉

!も.

竈

〆
9

霞齢

φ

ノ

'触

'

9

触
ど

紬
1

↓

＼

＼
＼

蓼

くやり

!ノ

夢

㌔,♪

＼ .ズ
へ4

券沈

粛

ノ
♂

伸潭》

蓄

・'%/9

瓜
%

第1例 第1圃

髪%脅 寧『一 幅

第1例 第2圖

ノ

瓜 ・

/

《 凄

第1例 第3圖

〆 ・.ψ

導

蟹

〆

シ テ來 タ。3月4日 ノ「ツ 」反 慮 ハ ナ ホ陽 性 デ 、

水 泡 形 成 ヲ伴 ツテ居 ル。(24時 間18×18、72

時 聞10×10中 水 泡)

3月5自 頃 カ ラ左 後 胸 中部 二捻 髪晋 ヲ聞 クヤ

ウ ニナ リ、3月13日 ノ赤 沈 ハ再 ビ促進 シ63。3
へ

mm二 及 ンダ 。 同 日 ノ血 液 儀 ハ 、白血 球 歎8400、

盤 基 嗜好 性1%、 「エ オ ジン」嗜 好 性7%、 中性

嗜 好・性58%、(桿 歌8%、 分 葉50'・ ・f,)、淋 巴球

29%、 大 輩 核 及 移 行 型5%、 即 チ血 液 像 デハ 、

渉
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ノン鎌 賭 レントゲン」徽 【第2正巻

一

ム シ ロ前 回 ノ核 左方 推 移 ヲ恢 復 シ、.「エオ ジ ン」

嗜 好性 白血 球 ハ増 加 シ、淋 巴球 モ増 多 ヲ示 シテ

居 ル 。

,第2例

(患者)、2σ 歳、男子工員。

(既往症)生 来健康デ著患ヲ知 ラズ。昭和16

年9月 、纏里北海道十勝國河東郡粟粒 ヨリ東京

;某工場二徴用サレテ上京。入肚後、9月29日 ノ

燈格検査 ノ結果八次 ノ如 シ◎

働

養

長

重

團

量

嘩

活

滅

榮

身

盤

胸

肺

赤
「ツ」反慮(20GOO×)

「レ」線 間 接撮 影 第2例 第1圖 ノ如 クr右 肺

門 ヤ 、大 ノ感 ア ル モ病 的 ト

ハ 言 ヘ ズ 、軽 度 ノ心 臓 肥 大

ア ル モ.ソ ノ他 二攣 化ハ認

メズ ◎

総 ・ 評 甲

更 二人 溢 後 、12月17日 健 康診 断 ノ結 果1燈

重 ハ55kgト 増 加 シ1赤 沈 ハ35mm、 「ツ」反慮

ハ ナ ホ陰 性 ヂ ア リ、 ソ ノ他 ニモ攣 化 ヲ認 メナ カ

ツ タ。

(家 族 歴)父 ハ66歳 ヂ死 亡r原 因 不 明。 母

ハ54歳 デ健 在 。 兄 弟8名 僧 レモ健在
。

(現症 及経 過 概 要)昭 和16年12月14日 頃 カ

ラ感 冒気 味 ヂ 、悪 感 、頭 痛t南 側 胸 痛 ガ ア ツ ク
C

12月17日 ハ 前述 ノ通 り、健 康 診 凝 ノ結 果 、「ツ」

反 癒 ハ陰 性 赤 沈 モ良 好 ヂ 、疾 患 ナ シ ト言 ハ レ

タ◎

ユ2月22日 頃 カ ラ全:身倦 怠 a盗 汗 ヲ訴 ヘル ヤ

ウ ニナ ツ タガ 、咳 漱 、喀 湊 ハナ ク 、:食慾 モ 良好 。

12 .月25日.....至 ル モ軽 快 セ ヌ タメ 、始 メ テ受:

診 シ久 常時 髄 温377。c、 咽 喉 頭 二攣 化 ナ ク、

髄 況

良

156Cm

522kg

79,5;m

3400cc

12。5通m

(一)

胸 部 バー般 二呼 吸 音 微 弱 ナ ル モ 、 ソ ノ他 二著 饗

ハ ナ イr

12月27日 ・燈 温37 ・8⇔C、心音 ハ 各 辮 孔 二於

テ収 縮 期 性 二相 々不 純 デ 、 心濁 音 界 が左 方 二稽

鑛 大 セル モ ・ ソノ他 ハ以 前 ト同様 。赤 沈 ハ 中 等

値4α3mmヲ 示 シテ居 ル。 幡

12月29日 、禮 温3乳7◎C、 頭 痛 、 咽頭 痛 、盗

汗 等 ヲ訴 ヘル が胸 痛 ハナ イ、 咽頭 八 相 嚢 赤 シ、

胸部 二於 テ ハ 呼 吸音 俵 然 トシテ微 弱 、 右 側胸 下

部 、右 後 脚 下部 ハ打 診 上 相 短 。 狙 シ聾 者露 量 ハ

正 常 ヂ アル 。 即 チ肋 膜 炎 ヲ起 ス ノヂ ハ ナ イ カ ト

思 ハ レ タ◎

昭 和16年1月2日 、髄 温308。G,咳 漱多 少

現 ハ レ、右 後 脚 下 部 二乾 性 「ラ」昔 ア リ。 赤 沈ハ

中等 値24n知 α デ 、 ナ ホ促 進 シテ 居 ル。 以 後 次

第 二下 熱 シ 、 白昼 症 状 モ軽 快 シタノ デ 、 就 業 ヲ

希 整 ス ル程 ニナ ッ タ ガ、 ナ ホ休 養 サ 七 夕。

1月9日 、骨盤濫3(凱40C、 」比日 、念 ノタ メ ニ 、

「ツ」反慮 ヲ検 セ ル ニ彊 陽 性(45×70)ヂ 水 泡 形

成 ヲ伴 ツ タ。

1月11日 、髄 温3ε4つC 、他 鐙 釣 ニ ハ呼 吸 音1

稽 微 弱 ナル ノ ミ。 「レ」鶏 糞 ヲ撮 影 セル ニ第2例

第2圖 ノ如 ク、右 肺 門淋 巴腺 ハ 国形 二極 メテ 甚

シ ク腫 腫 シ、肺 野 二向 ツテ浸 潤 ノ傾 向 ヲ示 シ、

定 型 的 肺 門結核 ノ所 見 ヲ示 シテ居 ル。

以 後 多 少 ノ咳漱 、喀疾 ガ ア リ、 前 胸 部 三座 迫

感 ヲ訴 ヘル ガ 、他量 的 ニハ所 見 ハ 同様 デ アルJ

,1月16日 燈 温36β ℃ 、安 静 ヲ守 ラ シ メル タ メ、 ・

前 述 ノ保 養寮 へ牧 容 シ タ◎

爾 来 毎 日、髄 温 ヲ測 定 シ、経 過 観 察 中 ノ ㍗コ

ロ多 少 ノ登 熟 ア ル モ著 シクナ イ;
◎ 且 ツ 自発 的 昌'

胸 痛 ・咳 漱 等 ヲ時 二訴 ヘ ル ノ ミヂ 、 食 欲 モ 正 常

ヂ ア ル 。1月24日 ノ喀 湊検 査(翠 純 塗 擦)ヂ ハ

結 核 菌 ヲ畿 見 セ ズq

1月30日 頃 カ ラ右 胸 痛 ヲ時.$'訴 へ、右 後 脚 下

部 ハ呼吸 音 微弱 ナ ル 二 目 リ.肋 膜 炎 ヲ警 戒 ス。

2月1日 、赤 沈 パ著 シク遅 延 シ..:値 ハ7m皿

デ ア ル。
ダ

2月11日 灘 盟3㍗C5右 胸骨縁 ノ内方 乱獲
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34 潮田=髄 温赤血球沈降速度 、「ツペnク9ン 」皮内反感「ンン トゲ ン」線爆
撃 ノ推移 ヲ検査 シ得 タル初期結核 ノ3例

【第21巻

痛 ヲ訴 ヘ ル ガr他 発 的 昌所 見 ハ 同様 デ 、盟 重 ハ

56・5kg。 「レ」爲 眞 ヲ撮 影 セル 昌、 第2例 第3圖

ノ如 グヂ ア ル ◎ 即 チ右 肺 門淋 巴腺 ハ 極 度 二腫腫

シ ク後 二、 一部 破壊 シ、 ヤ ・萎 縮 セ ル如 キ 感 ヲ

與 へ 、肺 門 二近 ク孤 立 性 ノ小 陰 影 ヲア ラハ シテ

來 タ◎ 左肺 門 部 ノ肺 紋 理 モ増 強 シテ居 ル。

以 来 殆 ン ド同様 ノ経 過 ヲ取 りツ ツ ア ツ タ ガ、

2月2壬 日頃 カ ラ畿 熟 ノ傾:向 ガ ア リ、2月25日

カ ラ右 胸 痛 ハ 著 明rナ リ、安 静 臥 床 ヲ守 ル モ 、

深 呼 吸 時 二著 シ 久 咳漱 モ加 ハ ツテ來 タ。

2月27「}、 髄 温37。4◎C、 右 腕 下 部 、殊 二後

下 部 ハ短 デ 呼r微 弱 トナ ツ タノヂ 、右 第9肋

間 、 後 腋 窩 線上 デ試 験 穿 刺 ヲ行 フ ニ、黄 色 稻 セ

沼 縄 シタ液 ヲ得a◎ 「リバ ル タ」陽 性 、沈 渣 ノ細

胞 ハ 小 濁 巴 球 が大 部 分 ヲ占 メ、 中 性嗜 好 性 白血

球 及 赤 血 球 等 が少 許 認 メ ラ レ タ。

依 テ同 日入 院 サ 七 夕 ガi同 日 ノ「レ」罵 眞 ハ 第

2例 第4圖 ヂ 、:右肺 門 淋 巴 腺 ハ更 二縮 少 シテヰ

ル ガ、上 及 ビ下 方 ヘノ 浸潤 像 八次 第 二著 名 トナ

ツ テ來 タ。 而 シテ 漢 画液 ハ ア ラバ レテ 居 ナ イ。

畿 熱 ハ大 シタ コ トナ ク、372◇C位 迄 デ 、2月28

日検 査 ノ赤 沈 ハ 中等 値29雌 臼 ヲ示 シ、前 回 二比

シ再 ビ促 進 シテ來 タ◎ 白血 球籔:7200、 中性 嗜 好

性 白血 球 、52タ6(桿 歌:18%分 葉34%)、 「エオ

ジ ン」嗜好 性 白血 球6%、 淋 巴球39% 、大 軍 核

及 移 行 型3%9

3月4日 「ツ」反磨 ヲ:再検 スル ニナ ホ陽 性 デ水

泡 形 成 ヲ伜 ツ タ誌24時 間 後 襲 赤20×20、72時

間 後18× 】2、小水 泡)

3月5日 「レ」線 透 視 及 ビ爲翼 ヂ検 査 シ タ ガ、

所 見 ハ前 回 ト殆 ン ド同様 ヂ 、滲 出液 ハ認 メ、ラ レ

ナ カツ タ、帥 チ滲 出 液 八極 メテ軽 度 ノモ ノ ト思
i

ノ、レ クo

似 後 毎 日37.2◎C程 度 ノ微 熱 ハ ア ル が経 過 良

好 ヂr3月15日 ノ赤 沈 ハ91nmト ナ"、 再 ビ遅

延 シ テ來 テ居 ル。

第3例

(患者) 19歳 男子工員

(既慮症)生 來健康ニテ著患ナシ。昭和16年

9月 、徴用令ニヨリ、榔里北海道留萌郡某村ヨ

リ、某工場昌徴用サレテ上京、10月10日 饅格

検査 ヲ受ケタが當時 ノ燈況八次 ノ如 クヂアル。

骨盤 『況

働

養
長
重
園
濁
部
欝

榮

身

髄

胸

肺

胞

赤

け
・「レ」線 間接 撮 影

総 評

吹 イデ 、12月17日r健 康 診 断 ノ際 、饅 重 ハ

52kg、 赤 沈 、 中等 値7mm.「 ツ」反慮 ハ ナ ホ陰

性(3×3)デ ア ル◎

(家 族 歴)父 ハ50歳 、母 ハ42歳 ニテ共 晶健

在 。 兄 弟6名 句 レモ健b

(現 症 及 経 過概 要)昭 湘17年2月15日 頃 カ

ラ時 々咳漱 二丁 度 胸 骨 ノ眞 中 ノ深 部 ア タ リニ惨

痛 ガ ア リ、欽 第 二髄 重 モ減 ジル檬 ナ ノデ 、2月

22日 二初 診 ヲ受 ケ タ◎

當 時盟 偲35.E。C◎ 多 少 ノ鳳 痩 ガ アル 。 胸 部

ハ 右 肺 尖 二少 許 ノ「ラ」昔 ガ ア リ、 呼 気 延 長 が著

明 デ ア ル◎ ソ ノ他 バ ー 般 二呼 吸 音微 弱 ノ ミ。赤

沈 ハ 中等 値11m恥 ヂ アル0

2月25日 ・聡 温37◎C、 胸痛 ハ輕 快 。 右 腕 下

部 ハ呼 吸 音 が微 躬 ◎此 ノ 日「ツ」反懸 ヲ施 行 セ ル

ニ陰 性 ヂ ア ル
.

以 来 殆 ン ド同様 ノ所 見 デ ア ツ タ ガ 、3月 上 旬 『

カ ラ再 ビ胸 痛 ヲ訴 へ ・3月 中旬 二八37 .4。C程

度 ノ微 熱 ガ ア ル◎3月15日:再 ピ赤 沈 ヲ検 セ ル 昌

3乳5珈 喫 進 ヲ示 シ タ
.3月18日 ノ・平 熱 ナ◎

ツ タ が念 ノ タメ・「ツ」反慮 ヲ再 検 シ タ ガ 、 ナ ホ

陰 性 ヂ アル ・ タ 欄 部 礎 テハ 右 前 中部 二乾 性

ラ音 が現 レタ。

3月21日 、饅 温36。2℃ 、咽 頭 相 盛 赤 シ、

可

158.5cm、

52.4kg

77Cm

3780cc

i気管 枝 カ タ ル ノ所 見 ア リ0

9。5mm

(2000×)(一)

所 見 ナ シ 。

甲
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%賀 男

蕊

ザ

'%

右 胸 ニハ散 在 シ乾 性 「ラ」言.左 胸 後 下 部 ニモ乾

性 「ラ」昔 ガ ア ルo「 レ」窮眞 ヲ撮 影 シ タ トコ ロ第

3例 第1圖 ノ如 ク、 左上 肺 野 二浸 潤 ヲ認 メ、 同

側 ノ肺 門 ハ腫 大 シ、右 胸 ニ ハ毛髪 線 ガ見 ラ レル 。

以後 焚 熱ハ ナ ク 、胸 翻 モ次 第 二輕 クナ ツ タ。

3月25日 二「ツ」反慮 ヲ再検 セ ル ニ、陽 性(12

×12)二 韓 化 シテ 居 リ、之 ハ前 回桧 査 カ ラ、 丁

度7日 目二當 ツテ 居 ルo胸 部 バ ー般 二呼 吸音 微
な

弱 デ ア ル ガ「ラ」音 ハ ナ イ 。 同 日保 養 寮 二入寮 セ
き

シメ以後 ノ経過ヲ観察中ヂアル◎

繕 括 及 ビ 考 按

第1例 ヲ総 括 ス レパ 、20歳 ノ男子 、 甲府 二於

テ髄 力槍 査 ヲ受 ケ 、健 康髄 ト診 定 サ レ、「ツ」反

癒 モ陰 性 ナ リシ ガ、徴 用 令 ニ ヨ リ昭 和16年9月

8旧 、東 京 某 工 揚 二入肚 ◇ 改 メテ燈 格 槍 査ニヲ受

ケ 、膿 格 中等 、 榮 養 良 、赤 沈9nm.「 ツ」反 慮

陰 性 、「レ」線 間 接撮 影 デ所 見 オ キ ヲ確 メ ラル 。

一 更 二12月17日 、再 度 ノ健 康 診 断 ヂハ髄 重壇

加 シ 、赤 沈3.5tmn、 「ツ」反慮 依 然 陰 性ナ リ。爾

ぷ

來 僅 カニ19日 目(1月5日 、心窩 部 疹 痛 ヲ畳 へ 、

23日 目(1月9日)・ 膿 温38。Cヲ 越 へ 、29日 目

(1月15日)赤 沈57.5.nmト ナ リ、「レ」線 検 査

ノ結 果 、左肺 門 炎 ガ疑 ハ レ、40日 目(1月26日)

赤 沈69.3mm、 「ツ」反 慮 中等 度陽 性(水 泡 形 成)

「レ」線 槍 査 ニ テ モ 左肺 野 二 浸 潤 ヲ現 ハ ス昌至

ルO

陽 輔 後4日 目(1月30日)ヨ リ髄 温38。C以



36 編 田=短 温赤血球沈 降速嵐 「ツペル ク リン」皮内反廠 レン トゲ ン」線像
尊 ノ推移 ヲ検査 シ得 タル初期結核 ノ3例 【第21巻

下 トナ リ、2月 上 旬 ナ ホ37.2-37.3。Cノ 微 熱

ト左胸 部呼 吸 昔 観 利 ヲ認 ムル程 度 トナル 。2月

申 旬 ヨ リ3τ5。C程 度 ノ褻 熱 ア リ。2月23日 「レ」

線 槍 査 ハ ホボ 同 様 ノ所 見 ナ ルモ漸 二右 肺 上 野 ニ

モ陰 影 ヲ認 ム◎ 陽 纏 後34日 目(3月1日)赤 沈

39.5mm、 同38日 目 ヨ リ左 胸 二捻 髪 晋 現 レ、46

日 目ニハ 赤 沈 再 ビ63.3mmト 促進 ス。

以 上 ヲ圖 示 ス レバ 第1例 第4圖 トナ ル。

第2例 ヲ総 括 スル ニ、20歳 ノ男子 、北海 道 十

勝 二於 テ健 康 髄 ト診 定 セ ラ レ、昭 和16年9月 、

東 京 某 工 場 二徴 用 セ ラ レテ上 京 ◎ 同29日 改 メテ

健 康 診 断 ノ結 果 、榮 養 良 、赤 沈12.5mm、 「ッ」

反 慮 陰 性 、「レ」線 間 接撮 影 ニ ハ所 見 ナ シ。

12月14日 頃 ヨ リ感 胃氣 味 ア リ。而 モ17Hノ

診 断 一=テハ 、盟 重 ヲ壌 加 シ、赤 沈3.5mm、 「ツ」

反 慮 陰 性 ナ リ◎越 ヘ テ8日 目(12月25日)呼 吸

昔 一・me二微弱 ナ ル外=所 見 ナ ク、 更 二2日 ヲ経

テ髄 温37。8。C、 赤 沈40。mm、 更 二16日 目(1

月2日)右 胸 部 二乾 性 「ラ」昔 ヲ聴 キ、赤 沈24mm

トナ ル。 次 デ23日 目(1月9日)「 ツ」反 慮 張 陽

性 トナ リ、水 泡 ヲ作 ル 。

陽 韓 後2日 目(1月1ユ 日)「 レ」線 像=テ 右 肺
▼門部 結 核 ヲ認 メ

.越 シテ 陽 鱒 後21日 目(1月30
'
日)頃 ヨ リ同側 滲 出性 肋 膜 炎 ヲ蛮症 セ ルモ ノ ノ

如 ク 、33"H目(2月11日)「 レ」線 上右 肺 門 腫 腫

ハ ヤ ヤ減 退 シ 、近 ク ニ小 浸 潤 ヲ現 ハ シ、49日 目

(2月27日)昌 及 ビテ滲 嵐液 ヲ試 験 穿刺 ニテ詮

明 スo「 レ」線所 見 デ ハ浸 潤 像 ガ次 第=著 明 トナ

ル。 陽 韓 後54日 目(3月4日)「 ツ」反慮 ハ ナ ホ

陽 性 ニシ テ 、水 泡 ヲ伴 ヒ、 合65日 目(3月15

日)赤 沈 ハ再 ビ9mmト 逞 延 シテ 來 タ。
"以 上 ヲ圖 示 ス レバ 第2例 第5圖 トナ ル

o
ア

第3例 ラ紬 括 スル ニ、19歳 ノ男 子 、北 海道 某

村 ヨ リ徴 用 サ レ、東 京某 工eexAlitt◎ 昭 和16年

10月10日 、髄 格 瞼 査 ニテ 、榮 養 可 、赤 沈9。5m

m、「ッ」反慮 陰 性o「 レ」線 間 接 撮 影 ヂ 所 見 ナ シo

更 二12月17日 、 健 康診 断 ノ際,赤 沈7mm、

「ツ」反 慮 ハ ナ ホ陰性o

昭 和17年4月15日 ヨ リ胸 痛 ヲ訴 へ 、髄 重 減

少 ヲ來 ス 。2月2'日 赤 沈11mm・ 焚 熱 テ シ

2月25日 、「ツ」反慮 陰性 。3月 上 旬 ヨ リ再 ビ胸

痛 ア リテ 、微 熱 モ加 ハ ル。3月15日 赤 沈3生5

mmト 促 進 スル モ 、3月18日 「ツ」反 慮 陰性 。 右

胸 二乾 性 「ラ」音 ヲ認 ム。3月21日 、「レ」線楡 査

昌テ 、 左肺 門 腫 脹 及 ビ左上 野 ノ浸 潤 ヲ酸 見 ス。

3月25日 「ツ」反慮 ハ 陽 性 二輔 化 セ ル ヲ知 ル。

帥 チ 前 回陰 性 時 ヨ リ僅 力7日 目ナ リ。

度 上ヲ圖 示 ス レパ 第3例 第2圖 トナ ルo

「ツ」反慮 ノ陽 性 輔 化 ヲ捕 捉 スル ニハ 、「ツ」反

慮 ヲ短 期 間 皇反覆 施行 スル コ トガ必要 デ 、 ゾ ノ

最 絡 陰 性 時 ト最初 陽 性 時 トカ ラ初 感染 時 ヲ推 定

シ 、 ソレ ヲ出畿 黙 トシ ア 、稜 病 マ ヂ ノ時 間 ヲ測

定 シ、 種 々 ノ問 題 ハ 論 ジ得 ル課 ヂ アル。 然 シ ナ

ガ ラ實 際 問 題 ト シ テ 、殊 二集 團 的 二 短 期 間 昌

「ツ」反 慮 ヲ反覆 スル コ トハ 、マ コ トニ困 難 デア

ツテ 、1--3ケ 月 ニー 度 ヅ ツ施 行 ス レパ先 ヅ理 想

的 ト思 バ レ ル。 更 二此 ノ場 合 、問 題 トナ ル コ ト

ハ所 謂「ア レル ギ ー」前騙 期 、「ツ」反 慮 潜 伏期 又

ハ 生物 學 的 潜 伏 期 ヂ ア ツ テ 、之 ニー言 濁 レル必

要 ガア ル◎ 即 チ初 感 染 ヲ受 ケ テ カ ラ「ツ」反 慮 ガ

陽 性 二現 レル迄 ノ所 謂 生 物 學 的 潜 伏 期 ハ古來4

4週 ト言 ハ レテ居 タoシ カ ルn熊 谷 氏(1)昌

ヨ レバ 、之 ハ 猫 断 ト考 ヘ テ ヨ ク、實 際 上 ハ時 昌

数 ケ 月又 ハ 敏年 ヲ要 ス ル事 ガア ル ト言 ハ レ、窪

澤 氏(2)ハ 臨 床 的 ニハ7日 カ ラ11ケ 月 ヂ ア ル ト

言 フ。 帥 チ眞 ノ陽性 縛 化 時 ハ タ トへ 捕 捉 シ得 タ

トス ル モ、・ソ レ ヨ リソノ初 感 染 時 ヲ推 定 ス ル コ

トへ 特 殊 ノ場 合 ヲ除 イテ ハ先 ヅ不 可能 ヂ ア ル 。.

從 ツテ 初 感染 時 ノ症 状 ソ ノ他 ヲ云 々 スル コ トハ

相 當 二愼 重 ヂ ナ ケ レバ ナ ラヌ。 故 昌余 ノ3例n

於 テ モ ・ コ コデ ハ 陽 性 縛 化 時 昌於 ケ ル諸 種 ノ問

題 昌ツ イテ考 察 シテ 見 タ イ ト云 フ。

(1)「 ツ」反 癒 陽 性韓 化 ト稜 病 トノ時 間

的 關 係

現 在結 核 早期 蛋 見 ヲ 目的 トス ル集 團検 診 嵩於

テ へ 「ツ」反慮 ヲ第・一 二行 ヒ、 同反 慮 陽 性 者 群

喉 性 者 群 トニ分 チ ・陽 性 者群 ハ更 二「レ」線 乳

ノ他 ノ槍 診 ヲ行 ヒ、他 方 陰 性 者 群 ニツ イ テ ハ 、
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ソ ノ「ツ」反 慮 陽 縛 ⇒追 求 スル ト云 フ黙 二重 黙 ガ

オ カ レテ居 ル。 シ カ ル 』 コ コ ニ注 目ス ベ キ コ ト

ハ 、是 等 「ツ」反 慮 陰 性 者群 ノ中 二「レ」線 的 乃 至

ハ菌 培 養 上 、結 核 性疾 患 ガ見 幽 サ レル ト云 フ鮎

ヂ ア ル。 他 方臨 床 的 ニモ「ツ」反磨 陽 鱒 前 二爽 病

シ、 ソ ノ経 過 中 二陽 韓 シテ來 タ例 モ報 告 サ レテ

居 ル。,(3)④(5♪⑥の(8)・'

要 スル ニ「レ」線 的焚 病 乃 至槍 疾 的 畿 病(増 養)

ソ ノ他 ノ臨 床的 蛮病 ガ「ツ」反 慮 陽 韓 二先 行 スル.

揚 合 ノア ル コ トハ興 味 ア ル コ トデ ア ルo

翻 ツテ余 ノ3例 ニツ イテ考 察 スル ニ、 第1例

ハ 最絡 「ツ」反癒 陰 性 時 ト最 初 陽 性 時}ノ 間 二、

40日 ヲハ サ ンデ居 ル。 從 ツ テ眞 ノ陽 性韓 化時 ハ

此 ノ40日 ノ間 二存 ス ル ガ、確 定 スル コ トハ 出來

ナ イ。 故 二稜 病 日 トノ關 係 ハ論 ズペ クモ ナ イ。

輩 昌稜 病 シ テ後 、陽 韓 ヲ螢 見 シ タ例 ヂ アル 。

第3例 ハ最 終 陰 性 時12月17日 ト最初 陽 性 時

1月9日 トノ聞 二23日 ヲハ サ ンヂ居 ル。 邸 チ此

ノ期 間 内 二陽 性 韓 化時 ガアル 課 デ ア ル。 而 シテ

稜 病 ハ既 二12月14日 ヂ アル カ ラ 、此 ノ例 ハ嚢

病 ガ「ツ」反慮 ノ陽 轄 ヨ リモ先 行 シ タ例 デ アル 。

第3例 ハ畿 病 ハ2月15日 デ 、最 終 陰 性 時 ハ3

月18日.最 初 陽 性 時 ハ3月25日 ヂ ア ル。 即 チ

此 ノ例 二於 テ ハ翼 ノ意味 ノ陽 性 韓 化時 ヲ正 確 二

7日 間 ノ中nYシ ハ サ ミ捕 捉 シ得 テ オ リ、且 ツ ・

嚢 病 ハ ソ レ ヨ リ約1ケ 月程 先 行 シ タ例 ヂ ア ル 。

・(2)陽 性韓 化 時 ノ「ツ」反底

蓮 紋 的 昌陰 性 ヂ ア ツ タ「ツ」反 磨 ガ陽 性 二纏 化

スル 揚 合 、如 何 ナ ル 程度 ヂ 陽性 二出現 ス ル カ ニ

ツ イテ ハ 銑 二諸 家 ノ報 告 ガア ルo

Hamhπger(1919)ノ 例 ハ 陰 性 者 ガ次 第 二張

キ「アレル ギ ー」ヲ示 シ テ來 タ例 ヂ アル ガ、 小林

氏(9)ハ 「ツ∫ ア レル ギ ー」畿 現 ハ念 激 ナ 揚合 ガ多

ク、 シカ モ 最 高「ア レル ギ ー」ハ多 クハ第2乃 至

3ケ 月 二認 メ ラ レ、「ツ∫ ア レル ギ'」 ハ ソ ノ他

ノ髄 況 トー 定 ノ關 係 ハ ナ イ ト述 ぺ 、缶 井 氏く101モ

同檬 ノ コ トヲ云 ヒ、寺 島 氏(11)モ 大 多鍛 ハ 突如

強 陽 性 トナル モ ノヂ アル ト。 相 澤 氏 働 ハ 陽 縛

ハ 何 レモ 彊 陽 性 昌幽現 シ、約1ケ 月前 後 ニ テ最

強 トナ リ、 次 第 二弱 クナ リ、牛 年 位 ヂー 定 ノ反

磨 度 ヲ保 ツ ト言 フ。 態 谷α3)氏 ニ ヨ レバ 、極 メ

》 徐 々二弱 ク縛 化 スル モ ノ、 中 等 度 二強 ク反 磨

ス ルモ ノ、急 二強 ク攣 化 ス ル モ ノ ト色 々ア ル 。

貝 田氏 ㈹ ハ 大 部分(78.2%)強 陽 性 ヲ示 シ タ ガ、

一 般 二考 ヘ ラ レル如 ク、初 感染 後 ノ 「ツ」fア レ

ル ギ ー」 ハ 波 長 ヲ描 イテ徐 々 二高 マ リ、約 孚 年

内外 ノ間 二Hyperallerqie/1伏 態 ニチ ルモ ノ ラ

シイ ト言 フ。

以 上 ヲ要 約 ス レバ 「ツ」 反 慮 ノ陽 梅 スル揚 合

ヘ ソ ノ陽性 韓 化獲 見 ノ時 期 如 何 ニ ゴツ テ ゾ ノ

襲 現 程 度 二差 異 ヲ生 ズル コ トハ 明 デ アル ガ、∵

般 的 二言 ツ テ 、突 如 強 陽 性 二獲 現 スル コ トガ多

ク 、時 日 ノ経 過 二絆 ヒ「ツ∫ ア レル ギ ー」ハ 強盛

トナ リ、一 定 時 日後 ニー 定 ノ歌 態 二達 スル モ ノ

ト考 ヘ ラ レルo余 ノ既 述 青 年學 校生 徒 二就 イテ

ノ経 験 二於 テモ 、陽 韓 ノ揚 合 、大 多 数 ハ強 陽性

二畿 現 シ テ居 ル 。 何 モ嚢 病 シタ余 ノ3例 ヂ ハ
、

第1例 ハ 中等 度 陽 性 二焚 現 シ、約5週 後 モ同程

度 ノ反 態 ヲ示 シテ居 ル。 第2例 ハ水 泡 ヲ俘 ヒ彊

陽 性 二韓 化 シ、途 中 二肋膜 炎 ヲハ サ ンヂ約8週

後 ハ ヤ ・減 弱 シ タ ガナ ホ陽 性 ヂ 水泡 ヲ形 成 シテ

居 ル。 第3例 ハ陽 性 程度 二韓 化 シ タ。 此 ノ例 ハ

極 メテ短 期 間 ヲハ サ ンヂ陽 韓 シタ例 デ アル カ ラ

眞 ノ陽 縛 時 ノ「ツ∫ ア レル ギ ー」ノ駄 態 ヲ示 シ タ

モ ノ トシテ 良 イデ ア ロウ。

(3)「 ツ」反癒 陽 性縛 化 時 ノ 自畳 症朕

小林 氏(9}ハ 陽 韓 早期 ニハ51%ハ 無症 状 ナ リ

シ ト言 ヒ、寺 島 氏(11)モ77%ハ 無 症 欣 二経 過 セ

リ ト言 フ◎相 澤 氏(「e)ハ陽 縣 時 二37.5-39。Cノ

嚢 熱 ヲ約1週 間伴 ヒシモ ノガ約V5ア ツ タ ト◎態

谷 氏 ⑯ ニ ヨ レバ 、初 感 染 ノ揚合 、 大 多数 ハ 自

畳 症 歌 ガア リ、此 等 ノ症 歌 ハ 陽 傳 ノ場 合 又 ハ ソ

ノ前後 二來 ル コ トガア ル。 而 シテ全 瞠 ノV3ハ

自畳 症 歌 ナ シ 』経 過 ス ル ト。 山形 氏 働 ハ 陽 轄

時 ハ47.5%ハ 症 歌 ガ ア ツ ク ト云 ヒ、貝 田氏(M,

ニ ョ レパ 未 感 染者 ガ感 染 ス ル ト「ツ」反 慮 陽輔 前

後 二49.6%ガ 自畳 症 状 ヲ螢 シ、 ソ ノモ ノ ノ約 牛

分 ガ嚢 病 シ、 牛 数 ハ 自畳 症 歌 ガア ツ テ モ襲 病 セ
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ヌ ト云フo

以上ヲ綜合スレバ、陽轄者 ノ約牛数ガ陽韓時
ダ

温感 冒感 、全 身 倦 怠 ソ ノ他 ヲ訴 へ 、 ゾ ノ約 孚分

ハ 襲 病 ス ルモ ノ ト考 ヘ ラ レル
。

畿 病 シ タ余 ノ3例 ヂ ハ 、 何 レモ ホ ボ同様 ナ訴

デ ア ル ガ、殊 二注 目 スベ キ コ トハ 、何 レモ胸 痛

(殊 二胸 郭中 央)ヲ 訴 へ 、 中 ヂ モ肋膜 炎 ヲ後 二織

嚢 シ タ例 ハ 殆 ン ド登 病 以來 継 檀 シテ訴 ヘ テ居 ル

鮎 デ ア ル◎

(4)。「ツ」反 慮 陽 性韓 化時 ノ「レ」線 像

「ツ」反 磨 陽 鱒時 ノ「レ」線 像 ニツ イ テハ 諸 家 ノ

報 告 ガア ル ガ(小 林(9)寺島㈹ 荒 川 α6)熊谷 ㈹ 山崎

σ5)査他諸 氏)
。 要 スル=7ツ 」反 慮陽 鱒 時 ニハ 全

ク 「レ」線 的 二攣 化 ノナ イ揚 合 ガ相 當 ニア ル。而

シテ攣 化 ノ主 ナ ル モ ノハ肺 門淋 巴腺 及 ビ肺 門 ノ

憂 化 ガ多 イ。 一方 「ツ」反 磨 陽縛 二先 行 シテ「レ」

線 的 所 見 ノア ラバ レル揚 合 モ アルo

余 ノ3例 ハ何 レモ螢 病 シ タキ ノヂ アル ガ、之

ヲ酸 病 前 ノ「レ」線 間 接撮 影 像 ト比較 スル ト、3

例1々 二何 レモ薪 シ イ攣 化 ガ認 メ ラレ タ◎ 帥 チ第

1例 ハ 左肺 門 尖 、第2例 ハ 定 型 的右 肺 門結 核 、

第3例 ハ左 肺 門 淋 巴 腺腫 脹 ト左 上肺 野浸 潤 デ ア

ル ◎此 ノ第3例 デ ハ 「ツ」 反 磨 陽縛 以 前 二於 テ

「レ」線 的 獲 病 ヲ認 メテ 居 ル 。

(5)「 ッ」反 慮 陽 性 韓 化時 ノ赤 沈

「ツ」反慮 陽 韓 時 ノ赤 沈 ニツ イテハ 既 二、小 林

(9)、相 澤1;'1、熊谷 α3)、山形 働 、貝 田(il)氏等 ノ報

告 ガ アル ガ、要 約 スレバ 、「ツ 」反磨 陽梅 時ハ 赤

洗 ハ 多 少ハ 促進 スル ガ、余 リニ高 度 二促 進 スル

モ ノハ登 病 ノ危 瞼 ガ多 イ コ トヲ示 ス。例 ヘ パ貝

田 氏 ノ報 告 ニ ヨ レノヤ 初 感 染 者 ノ申 、焚 病 者30

名 中、未 感染 時代 ノ赤 沈ハZF均9mm、 膿 病 初 期

63.2mm、 之 二反 シテ 非 酸病 者 ヂハ 、8.9mm島

封 シ陽 韓 後 ハ12.6.nmヂ アル ◎

余 ノ3例 ヂ ハ 第1例 ハ未 感 染 時代 ハ9mm、 稜

病 前19日 ニハ3.5mmデ ア ル ガ、焚 病 後10日

目 ニハ57.5rnm、 陽 鱒1獲見 當 時(褒 病 後2t日 目)

ニハ69.3;nmト 高 度 二促 進 シテ居 ル。 以 後39.

5mm次 ヂ63,3mmト 再 ビ促 進 シテ 居 ル。

第2例 ヂ ・・未 感 染時rハ1asmm・ 褻 病 後3

日 目 ニハ ナ ホ24㎜ ト促 進 セ ズ。 シ カル ニ獲

病 緩13日 頃 ハ 既 二40.3mmヲ 示 シ・19日 目=

ハ24mmト 下 リ、(ゾノ後7日 目 二陽 縛 シ タ)。

更 二49日 目 ニハ7.3mm手 正常 二復 シテ 居 ル。

シ カル ニ ソ ノ後約26日 目 二滲 出 性 肋膜 炎 ヲ 併綾

ス ル ト共 二再 ビ29mmト ナ ツ タ◎ ガ輕 ク経 過

シ タ タ メ間 モ ナ ク再 ビ9mmト 恢 復 シテ居 ルo

帥 チ赤 沈 ノi墜化 ハ 臨 床 的畿 病 ヨ リモ逞 レテ現 ノこ

レ、 シ カモ 陽轄 獲 見 ヨ リ前 カ ラ促 進 セ ル モ ノ ノ

如 クヂ アル◎

第3例 ハ未 感 染時 ハ9.5nm乃 至7rnm、 嚢 病

7日 目頃 ハ11mm、28日 後 ハ31.5mmト 促進 。

シ カモ ナ ホ「ッ」反 慮ハ 陰 性 ヂ 、 ソ ノ後 約4日 乃

至10日 以 内 二陽性 二轄 化 シ テ居 ル。 帥 チ確 實

昌陽 韓 時 ヲ捕 捉 シ得 タ此 ノ例 カ ラ言 ヘバ 、明 力

昌陽韓 ヨ リモ赤 沈 ノ促 進 ノ方 ガ先 行 シテ 居 ル課

ヂ アルo偉 々3例 デ ア ル ガ、以 上 カ ラ考 察 ス ル

ト、赤 沈 ハ登 病 以 前 又 ハ畿 病 當時 ハ未 ダ促 進 セ

ヌ ガ、登 病 後約10日 前 後 ヂ ハ 促進 ヲ示 ス。 帥 チ

畿 病 二逞 レテ攣 化 スル ◎ 而 シテ「ツ」反 慮 陽 輻 ヨ

リモ先 行 シ テ赤 沈 ハ促 進 スル モ ノ ノ如 ク ヂ ア

ルO

(6)初 感 染 二絞 登 スル肺 結核

成 人肺 結核 ノ蛮 生 二就 テ ハ今迄 ハ所 謂 薔 派 、.

新 派 ノ設 ニ ヨ リー 慮 読 明付 ケ ラ レテ居 タガ 、熊

谷 氏 ニ ヨ レノド、初 感 染 症 忠者 ノ喀 疾 中 ニシバ ジ

バ 結 核 菌 ガ串現 シ 、 ソ ノ詮 明 サ レ タモ ノガ殊 二

肺 跨 二移 行 スル ヲ以 テ 、此 ノ初 感染 竈 ヨ リ氣 管

中 二排 出 サ レク結 核菌 ガ他 ノ肺 ノ部 分 二至 リ病

竈 ヲ作 リ.途 二肺 曝 二進 展 スル モ ノ ト考 ヘ ラ レ

ソ ノ進 屋 スル模 檬 ニ ヨ リ次 ノ如 ク ニ大 別 サ レテ

ヰ ル◎

(1)初 感染 竈 自身 ガ薩接 二浸 潤 性 二搬 起 スル

モ ノo

(2)肺 門淋 巴腺 ヨ リ直 接 周園 二鑛 大 スル モ ノ

(3)(1)b(2)ノ ミナ ラズ 、縛 移=ヨ リ1乃 至

撒 ケ 所 二同時 二浸 潤 ヲ生 ジ肺 痩 トナ ル モ ノ。

(4)肺 門淋 巴腺 叉 ハ初 感 染 浸 潤 ノ何 レカ ヨ リ
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氣 管 枝 傳 播 ニ ヨ リ遠 方 二散 在 性 二援 ガ 〃 モ ノ。

ソ ノ他 ・ 初 感染 ヨ リ肺 結 核 焚 病 マヂ ノ時 間的

考 察 昌關 シテハ 小 林 、貝 田 、玉 井.氏 家 、寺 島

氏等 モ論 ジテ居 ル ガ 、余 ノ3例 ハ 未 ダ観察 期 間

ガ短 イ タ メ、 ココ ニノ》鯛 レヌ◎ タ ダ ソ ノ獲 病 ノ

模 様 ヨ リ考 ヘ レバ 、 第1及 ビ2例 ハ熊 谷 氏 ノ第

2型 二相 當 シ 、第3例 ハ 殊 二観 察期 間 ガ 淺 イ

ガ 、 第4型 二屡 スペ キ経 過 ヲ トル ノヂハ ナ カ"

ウ カ◎ …

(7)初 感 染 と績 護 スル 滲 出 性 肋膜 炎

滲 出性 肋 膜炎 畿 病 ノ時 期 二關 シ テハ 、Wa11g

由nA(1922)ハ 陽 轄後90-180日 以 内 二多 ク

震 症 ス ル ト述 べ 、Arboleriusハ120日 以 内 、小

林 氏(9)ハ約 ・2-3ケ 月 ト推 定 シ 、熊 谷 氏(13)ハ初

感 染 ト診 断 サ レ タ 者 ノ約1ん ハ 必 ズ肋 膜 炎 ヲ起

シ 、淋 巴 腺 腫 脹 又 ハ初 感染 浸 潤 ガ撲 大 シ 、赤 沈

ノ促 進 ろル 揚 合=ハ 孚 年位 ノ中 、時 ニハ1年 後

昌殆 ン ド肋膜 炎 ヲ起 スカ或 ハ 肺 跨 二移 行 スル 可

能 性 ガ多 イ ト言 フ◎

貝 田 氏⑯ ハ 初 感染 後 肋 膜 炎 ハ 「ツ」 反 慮 陽 韓

後 牛 年 以 内 ニ ソ ノ大 部分 ガ蛮 病 スル ト言 フ 。

余 ノ第2例 ハ輕 度 ナ ガ ラ滲 出性 肋 膜 炎 ヲ獲 症

シ テ來 タ ガ、之 ハ陽 輻 後21日 目 ト想 像 サ レル。

但 シ確 實 二滲 出液 ヲ設 明 シ タ ノハ陽 繭 俵49日 目

結

(1)地 方 ヨリ徴用サレ上京シ來 レル青年工員

ノ申デ、「ツ」反慮 ノ陽性縛化ノ前後 二畿病シタ

3例 二就 イテ、臨床的二「ツ」反慮 ノ赤沈、「レ」

線像 ソノ他 ノ推移ヲ観察シタ◎

(2)第1例 ハ獲病後二「ツ」反慮陽性韓化ヲ嚢

見 シ.第2例 ハ叢病當時ハ「ツ」反慮ハ陰性ヂア

ツテ、 ソノ経過中二陽性二韓化シタ◎第3例 ハ

畿病當時ハ「ツ」反鷹ハ陰性デアツテ.蛮 病後38

日目昌陽性韓化シタ◎シカモ眞 ノ陽性韓化時ヲ

7日 間 ノ中二捕捉 シ得 タ◎

(3)陽 性纏化時ノ「ツ」反磨ハ第1例 ヂハ中等

度陽性、第2例 ヂハ強陽性、第3例 ヂハ陽性 ノ

程度昌突如 トシテ縛化ヲ示シク。

ヂ アルO

次 二肋 膜 炎 獲 生 ノ機 纏 ニツ イ テ 、イ サ サ カ燭

レテ見 タ イ◎ 此 ノ問題 ニツ イ テハ 未 ダ諸 読 ガア

リ・ソ レガ血 行 性 二起 ル カ 、淋 巴道 的 二起 ル カ、

又ハ 直 接 肋 膜 ガ病 竈 ノ波 及 ニ ヨ リ犯 サ レル カ 、

定 読 ガ ナ イ◎ 我 國 ヂ モ小 林 、川 西 、沓 掛 、金井 .

熊 谷 ・貝 田氏 等 ガ コ ヒニ ツ イ テ論 ジテ 居 ル ガ 、

要 スル ニ肋 膜 炎焚 症 ノ前 提 トシテ 「ツ」「ア レル

ギ ー」 ガ強 盛 ナ ル コ ト及 ビ多 クハ 同側 ノ肺 門淋

巴腺 腫 脹 ノ存 在 ス ル コ トガ必 要 ヂ アル ト思 バ レ

ル ◎ 。

余ノ第2例 モ同様ナ條件ノ上 二畿病シタ。但

シソノ症歌ハ極メテ輕度 ヂ ア ツ テ、滲出液ハ
「レ」線楡査デハ稜見シ得 ヌ程度ヂアツタ。郎チ

此ノ程度ノモノハ精細二観察ヲ行ハヌ場合 ニハ

見落サレル恐ガアル。一般 ニカカル初感染 二綾

襲 スル肋膜炎ノ輕度ノモノハ想像ヨ リ以上 二多

数存在スルモノヂハナカロウカ。

シカモ前田氏(計バカクノ如キ輕症肋膜炎ガ1

乃 至2ケ 月又 ハ更 二期 間 ヲオ イテ 、高 熱 ト共 二

多 量 ノ滲 出 液 ヲ潴留 シ テ來 ル コ トガ ア ル ト経験

ヲ述 ペ テ居 ル ガ.マ コ トニ興 味 ア ル コ ト ト思 バ

レ ルO

論

(4)嚢 病時ノ自畳症歌 トシテハ、感肩感、頭

痛、全身倦怠、盗汗 ソノ他ヂアルガ、3例 共昌

胸痛ヲ訴ヘタ黙ガ注目サ レタ。

(5)陽 性韓化時ノ「レ」線像 トシテハ第1例 ハ

左肺門炎、第2例 ハ右肺門結核、第3例 ハ左肺

門淋巴腺腫脹兼左上肺野浸潤 ガ認 メラレタ。

(6)赤 沈ハ畿病以前又ハ畿病當時ハ未ダ促進

セズ、嚢病後二及ンデ促進ヲ示シタ。且ツ赤沈

ハ「ツ」反慮ノ陽性輕化ヨリモ先行シテ攣化ヲ示

スモノノ如 クヂアル◎

(7)第2例 デハ「ツ」反磨ノ陽性韓化後3週 目

頃カラ韓度 ノ膜助炎ヲ焚症 シタ疑 ガア リ、7週

目昌至ツテ試験穿刺ニヨリ滲出液 ヲ謹 明シ得
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ク。但シ経過ハ極 メテ輕 ク良好ヂアルo

摺筆 スルニ臨 ミ、御懇篇ナル御指導 ト御校閲

ヲ賜 ヒシ、恩師西野敏授 二深甚 ノ謝意ヲ表 シ、

終始御鞭撞下サレシ淺野院長二深謝 ス。
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